

















































































































































第 8章では、第 1章から第 7章まで見てき
た中で、京都がイベントを開催することに
よって、どのような効果を挙げてきたのか、
また、イベントを開催することによりどのよ
うに観光都市として京都が現在のような形と
なったのかを考察した。その結果、近代に入
り、インフラ面などが整備されることで、観
光都市として徐々に成長を遂げ、さらに数々
の博覧会を開催することで観光客誘致を行っ
てきた歴史があった。東京遷都により荒廃し
た京都の復興策として取り組まれた京都博覧
会は、京都の復興のみならず、産業やインフ
ラ面、土地の開発など、数々のメリットをも
たらした。特に、京都博覧会の附博覧として
創設された都をどりは、花街に活気を取り戻
すチャンスを見いだし、今日では京都の風物
詩の一つとなって人びとを惹き付けている。
そして、国家主導で開催された第四回内国勧
業博覧会では、上地令により荒廃していた寺
社の復興のきっかけを作り、寺社を観光資源
として利用する案をもたらし、各寺社で展覧
会が開催された。さらには、英語版を含む観
光案内書が多数発行され、国内のみならず海
外にも京都がアピールされ、京都は観光都市
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として成長していった。近代に開催された博
覧会というイベントは、娯楽の少なかった時
代、人びとを惹き付ける十分な要素を持って
おり、イベントを開催することによって集客
をするというイベント観光がこの時代から生
まれていた。近代を経て昭和期に入ると、博
覧会は廃れ、昔から続く伝統行事や年中行事、
新しく創設されたイベントが京都の主なイベ
ントとなった。高度経済成長期には、オフ
シーズン対策としてイベントが企画され、
次々と新しいイベントが創設されるなど、新
たな取り組みがなされ、観光産業に勢いの
あった時代であった。さらには、観光連盟や
観光課が設置されるなど、京都のみならず日
本全体が観光分野に力を入れ始めた時代で
あった。そして、時代が平成に入ると、京都
市が観光客誘致の施策に力を入れ始めた。特
に、イベント面のプランで目立つのが、滞在
型観光と夜の観光、オフシーズン対策を推進
した、「光」を使ったイベント作りであり、
すでに集客面で成果を見せ始めている。
全体を考察すると、近代は、県や国家単位
で開催される博覧会などの大きなイベントが
主であったが、時が経つにつれ、博覧会は廃
れた。そして、昭和に入り、博覧会のような
大規模なイベントではなく、市や町単位、学
生主催のような小規模で新たな試みのイベン
トが増加した。一方では、遠忌や開帳、祇園
祭や葵祭などの昔から続くイベントも健在し
ている。しかし、これらは本来の神事という
特別な形から、一般客が見学できる形に変化
し、観光客がそれらを目当てに訪れるような
イベントと化したのである。つまり、現在の
イベントは新しいものと、古いものが混在し、
さらには大小さまざまなものが存在している
のである。しかし、それらは、反発し合うよ
うな存在ではなく、ニーズの多様化により、
参加する側が自由に、そして多様な中から選
べるような状態になっており、それぞれのイ
ベントが観光客を京都に惹き付ける要素と
なっているのである。
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